
2024.

11
168

1

2024年

　湧ゆう湧くわく体験塾では、12月16日に文化センターＴＯＭで
町内小学校４年生から６年生の24名の塾生が「クリスマスリー
ス」づくりに挑戦しました。この日は遠軽町の網走西部森林管理
署の職員５名を講師にお招きし、森の素材を生かしたクリスマスリ
ースを作りました。森林管理署の方に、夏のうちから集めてストッ
クしていた素材を提供していただき素敵なリースが出来上がりま
した。
　初めに、リースの土台となる「輪」に「ドライフラワー」「松ぼっく
り」「ドングリ」「松の枝・葉」などの森の素材とオーナメント等の
飾りを選び、バランスを考えてグルーガンで貼り付け、それぞれ工夫した作品に仕上げました。今回は６人
グループで作業を行ったため、今まで話したことのなかった子ども同士で話したり、完成後に友達の作品
を見て感想を伝え合ったりするなど、交流が深まりました。

　作品が完成した後には、ステ
ージでそれぞれの作品を手に
集合写真を撮り、講師の皆さん
へお礼を伝えて体験活動を終了
しました。最後に机の上や、椅
子の片付けまで塾生が行いまし
たが、迎えやバスを待つ間に掃
除を手伝ってくれる塾生もいま
した。
　きっと、リースを飾り素敵なクリ
スマスを過ごしたことと思います。

“休みの日、何をして楽しもう？”湧（ゆう）ゆう湧（わ）くわく体験塾が
「クリスマスリース」を作りました

少年は町の未来 夢に向かって力をつけよう　～少年教育推進目標～



2024.１

１月号

町民300歳バレーボール大会が開催されました
明日の元気は、きょうのスポーツから　みんなで体を動かし楽しもう　～スポーツ振興の推進目標～

　芭露の水芭蕉、鶴沼のアッケシソウ…四の一の川上神社にはニリンソウとクルマバソウ…などな
ど。町には、自生の草花が群れをつくって咲いているところが数多くあり、開花を見計らって訪ねる
のを、毎年、楽しみにしています。
　その中の１つに、シブノツナイのエゾカワラナデシコの群落があります。シブノツナイ湖とオホー
ツク海に挟まれた地が、ピンクの可憐な花でおおわれた群落の様は、驚くほど広く遠くまで続き、
初めて目にした時の興奮…感動は、今も鮮明に心に残っています。
　植物は、環境の変化に敏感だと聞きます。道新でも大きく紹介されたシブノツナイのエゾカワラ
ナデシコの群落は、１年ごとに緑と隙間が目立つようになり、ピンク一色に輝いていた壮大な絶景
を目にすることができなくなりました。かつてサギ沼周辺にはヒオウギアヤメの群落があったそう
です。
　青紫のエゾエンゴサクや白いエンレイソウ、五鹿山には、北国の季節を彩る花が小さな群落をつ
くって咲いています。今年も、雪が融けるのを待って、まずは、五鹿山の福寿草に会いに出かけます。

社会教育委員　梅田　唯士

１５７「社会教育委員のある一日」

　12月３日に中湧別総合体育館にて、
第48回町民300歳バレーボール大会
が開催され、各自治会から約90名
（７チーム）が集まり激闘を繰り広げ
ました。
　チーム９人の年齢が合計で300歳以
上になるようにチーム編成を行い、１
週間ほど前から練習し大会に挑んでお
り、予選から力の入ったプレーや珍プ
レーに一喜一憂するなど大いに盛り上
がりを見せていました。
　特に決勝戦では、点が決まることに歓声が上がり、見事なチームプレーを見せた「屯市チー
ム」が優勝を決めました。

準優勝 南　町　チ　ー　ム

第３位
北町・中町・旭チーム

錦・川西・芭露チーム

優　勝 屯　市　チ　ー　ム

大　　会　　結　　果
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チューリップ生きがい大学　12月の活動は“「クラブ活動発表会」”
高齢者は町の知恵袋　豊かな経験を地域で生かそう～高齢者教育推進目標～

　チューリップ生きがい大学は
12月６日、日頃の練習の成果を
発表する「クラブ活動発表会」
を実施しました。生きがい大学
の９回目の活動日となるこの日
は、「大正琴」「カラオケ」「合
唱」「リズムダンス」の４クラブ
の発表があり、「書道」クラブは
さざ波ギャラリーで作品展示を
行いました。開会式では来賓の
刈田町長から「日ごろの練習の

成果を発揮され楽しい一日にしてください。」と激励のご挨拶をいただきました。また、日ごろからクラブ
活動講師として指導いただいている、遠軽町在住の谷藤先生（合唱）、金川先生（合唱、大正琴）も来賓
として駆けつけてくださいました。
　この日、出演者の方から「いくつになっても、舞台でスポットライトを浴びての発表は緊張する。でも、こ
の日に向かって仲間と一緒に練習することが楽しみでもあり、良い目標になっている」と話があり、この日
を楽しみにしていた様子が伝わりました。当日は69名の学生と地域の仲間が出演するのでぜひ見せて頂
きたいという方も含め85名以上の参加者がありました。
　生きがい大学では、この日発表のあったクラブのほかにも昨年度末に「健康体操」、今年度に「花あそ
び」の二つのクラブが新設になっています。また、現在休部中ですが「社交ダンス」クラブも部員を募集中
です。音楽の好きな方、体を動かすのが好きな方、アクセサリー作りが好きな方、書道の好きな方、生きが
い大学の「クラブ活動」で仲間とワイワイ楽しく活動しませんか。お待ちしています。

書道クラブ 合唱クラブ

カラオケクラブ（中田幸雄さん）書道クラブ リズムダンスクラブ

大正琴クラブ
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こどもアート体験事業「子ども演劇ワークショップ」が開催されました
芸術・文化は未来を生きるヒント　創造力と豊かな心を育てよう

　経済的理由により、お子様に義務教育を受けさせることが困難な保護者の方へ、学用品な

どの経費を援助する制度があります。

　対象となる方は、湧別町内にお住まいで、世帯の収入状況が生活保護の基準とほぼ同程度

の方です。

　援助を希望される方は、現在通学している小・中・義務教育学校、もしくは入学予定の小学

校、義務教育学校にお申し出の上、必要書類を提出してください。

　なお、不明な点がありましたら、教育総務課学校教育グループにお問い合わせください。

就学援助制度のお知らせ

連絡先　教育総務課学校教育グループ　電話５－３１４３

　11月25日～26日の２日間にわたって、
町内小学校３年生～６年生を対象に「子ど
も演劇ワークショップ」が文化センターさ
ざ波で開催されました。講師には多摩美術
大学で専任講師を勤める柴幸男さん（劇作
家・演出家）の他、同大学に通う学生の方
もアシスタントとして参加していただきま
した。参加した全７名の児童は、演劇につ
いての学びを深める充実した体験となりま
した。

　２日間を通して「演劇を遊
ぶ」「見る」「作ってみる」の
三つに分けた体験に参加。「演
劇を遊ぶ」では、レクリエーシ
ョンを通して全体を見る力を養
い、他の人と協力する大切さに
ついて学びました。「見る」で
は実際のお芝居を見て、「作っ
てみる」では、リメイク劇とし
て用意された原作「にんじゃ」
「足で雪を見る」を自分たちで
考え、新たな作品にリメイクす
るという挑戦をしました。全員
がそれぞれ意見を出し合い作品
を作り、実際に演じて作品を完
成させました。
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　【開館時間】１０：００ 〜 １８：００　
　【貸出冊数】ひとり何冊でも借りられます。　【貸出期間】２週間
　【連 絡 先】中湧別図書館　電話　2-3150　 湧別図書館　電話 5-3122
　　　　　　　lib-n@town.yubetsu.lg.jp        　lib-y@town.yubetsu.lg.jp

２月の図書館休館日
２月５日（月曜日）、12日（月曜日）、19日（月曜日）、26日（月曜日）、29日（木曜日）

＊図書館休館日に返却される方は、玄関にあるブックポストをご利用ください。

171

１月号

図書館は町民の憩いの場　みんなで学び楽しもう～図書館活動推進目標～

中湧別図書館「読み聞かせ会」のお知らせ
【日　時】

【場　所】

２月３日（土曜日）１３：３０～１４：００
２月17日（土曜日）１３：３０～１４：００
※読み聞かせ終了後、ひな人形飾りをします。

中湧別図書館　おはなしコーナー

司書の仕事「レファレンス（調べもの）」から
　12月８日、利用者の方から「上湧別小唄」についてのレファレンス（調べのも）がありました。
　図書館では、郷土に関するレファレンスが多くあります。昭和54年発行の「上湧別町史」や近隣の市町史
を調べました。そこには、昭和10年頃に地方の小唄、音頭ブームがあり、上湧別小唄が作られたと記載があ
りました。作詞作曲は当時管内の教員だった大塚郷湖（きょうこ）と松田喜一、美幌などにも作品があります。

　二章の歌詞を見てください。上湧別町史によると昭和10年頃、開盛駅の南方にスズランが広く群生してい
たようです。また、五章の富美温泉も今では歴史となっています。
　「歌詞」の面白さは、当時の情景（歴史）を色濃く残しているところです。普段あまり気にせず読んでいま
すが、一つひとつ、言葉をかみしめて読んでみると味わい深い当時の情景が現れます。（当時の人が何を見て、
何を大切に想っていたのかがわかります。）
　今年、中学生から「この仕事（司書）になる前と、なった後で変化したことはありますか？」と質問を受けたと
き、「郷土に興味を持つようになりました。」と答えたことを思い出しました。

＜一章＞
　さくら躑躅の色香も燃えて　呼ぼか猿澗湖招こか白帆　花の五鹿山春霞　アー花の五鹿山春霞
＜二章＞
　香る鈴蘭牧場のさ霧　晴れて逢ふ日は開盛の丘に　響く郭公の夏の唄　アー響く郭公の夏の唄
＜三章＞
　月に田毎に想ひは夜毎　逢へばほんのり情の袖に　こもる薄荷の香が恋し　アーこもる薄荷の香が恋し
＜四章＞
　来たか初秋林檎の枝に　熟れて花嫁紅さす頃は　乙女心の実も熟れる　アー乙女心の実も熟れる
＜五章＞
　雪の富美嶽吹雪の馬橇　凍る想ひの手綱を執れば　愛し温泉の灯がかすむ　アー愛し温泉の灯がかすむ

　　　　　　　 つつじ　　 いろ　か　　　も　　　　　　　よ　　　　さる　ま　こ　まね　　　 しら ほ　　　はな　　ご　か　ざんはるかすみ　　　　　　　 はな　　ご　か　ざんはるかすみ

　　かお　　すずらん まき ば        きり     は         あ      ひ    かいせい   おか       ひび   かっこう   なつ   うた            ひび   かっこう   なつ   うた

　　つき　　た　ごと　　おも　　　　よ　ごと　　　あ　　　　　　　　　　　なさけ　 そで　　　　　　　　　はっ　か　　　か　　こひ　　　　　　　　　　　　 はっ　か　　　か　　こひ

　　　き　　　　はつあきりん　ご　　 えだ　　　　 う　　　　はなよめべに　　　 ころ　　　　　おとめごころ　　み　　 う　　　　　　　　　　 おとめごころ　　み　　 う

　　ゆき　　ふ　み　だけ　ふぶき　　　ば　そり　　こほ　　おも　　　　た　づな　　と　　　　　　 いと　　いでゆ　　　ひ 　　　　　　　　　　　　　いと　　いでゆ　　　ひ

「上湧別小唄」　作詞：大塚郷湖　作曲：松田喜一　振付：須貝麟太郎
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―博学連携― 屯 田 兵 の 服 装

湧別町生涯学習情報「湧く湧く」2024年１月号　№168

　令和５年11月22日ゆうべつ学園後期課程の２名が「ゆうべつ学」
の学習のためにふるさと館JRYを訪れました。「ゆうべつ学」は各自
が設定した課題を探求して、湧別町の魅力を知る学習です。
　一人の生徒の課題が「屯田兵の服装」でした。そこで今回は屯田兵
の服装について資料を紹介しながら、解説していきます。

１

湧別町ふるさと館 JRY・郷土館１月号

博物館シリーズ

複製の制服を調査中の生徒

複製の制服 作業服 『湧別兵村史』

ゆうべつ学の疑問　屯田兵の服とは？

　湧別屯田兵の衣服でふるさと館JRYに展示しているのは複製の
制服と当時の作業服です。当時の資料は作業服だけということにな
ります。布が貴重だった時代の衣服の資料は貴
重です。
　当時の服装がわかる資料といえば、「湧別兵
村史」大正10年です。湧別屯田の兵士を紹介
するページがあり、一人一人の写真が掲載され
ています。その写真は、大正10年ということも
あり、屯田兵現役期間中、日露戦争時、退役後
と様々です。湧別屯田の制服を知る上で、貴重
な資料となっています。掲載されている写真を
見てみましょう。

　①・②は湧別屯田時代の明治19年制の軍服。胸ポケットの有無に注目してください。当時は軍服を改造するこ
とが許されていました。③・④が夏用の軍服です。もともとは白色でしたが、日露戦争の時には目立つので土色に
染めて使用。日露戦争後に⑤のようなカーキ色の軍服が使われるようになりました。
　これらの写真をもとに書かれた屯田兵肖像画をJRYに展示しています。湧別屯田兵399名中、382名の肖像画
があり、明治から大正の頃の軍服の変化をみることができます。ぜひ、見に来てください。

屯 田 兵 の 服 装 は ？

③① ② ④ ⑤

編集発行…湧別町教育委員会 社会教育課　〒099-6404 北海道紋別郡湧別町栄町 219-1
　　　　　　　https://www.town.yubetsu.lg.jp/
印　　刷…中湧別印刷（中湧別南町）発　　行…令和６年１月25日
記事へのお問い合わせは下記へ
　＊社会教育課社会教育グループ…電　話：01586-5-3132　ＦＡＸ：01586-5-3710
　　　　　　　　　　　　　　　　メール：shakyo@town.yubetsu.lg.jp
　＊湧別図書館………………………電　話：01586-5-3122　ＦＡＸ：01586-5-3256　
　＊中湧別図書館……………………電　話：01586-2-3150　ＦＡＸ：01586-2-3190　
　＊ふるさと館 JRY…………………電　話：01586-2-3000　ＦＡＸ：01586-2-3200


